
令和4年度　7月　学校改善アンケート（保護者） 　　　後期課程
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1.学校は，学校行事の精選や部活動の複数顧問制などの｢働き方改革｣を進め，子ど

もと向き合う時間を確保するよう努めている。

2.学校は，体罰・不適切な指導の根絶等，コンプライアンスを遵守している。

3.学校は，義務教育学校として，全学年が一緒に活動できる行事を行っている。

4.お子様は，教科担任制の授業への興味関心が高まり，授業が楽しいと言ってい

る。

5.お子様は，授業が分かりやすいと言っている。

6.お子様は，ICTを活用した授業は楽しいと言っている。

7.学校は，お子様が家庭学習に取り組める工夫をしている。

8.学校は，学年に合った目標をもたせ，活躍できる機会をつくっている。

.9.学校は，あいさつ運動や立哨の声かけをとおして，あいさつの励行に努めてい

る。

10.学校は，お子様が学校行事に積極的に取り組める工夫をしている。

11.学校は，子どもの個性を尊重するとともに，子どもの心に寄り添いながら指導

している。

12.お子様は，学校へ行くのを楽しみにしている。

13.学校は，お子様がいじめをしないなど，物事の善悪を判断しながら生活できる

ような指導をしている。

14.お子様は，悩みや困ったことなどを，先生に相談している。

15.学校は，食育などお子様が健康や安全に気を付けて生活できるような取り組み

をしている。

16.学校生活の中で，お子様は，運動に親しんでいる。

17.学校は，保護者や地域と協力して教育活動を推進している。

18.学校は，必要に応じ保護者と連絡をとりあったり，相談したりして，誠意を

もって対応している。

19.学校は，各種たよりやＨＰ，マチコミメールなどで，学校の様子を伝えてい

る。

当てはまる だいたい当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない

全体

〇「あいさつの励行」（項目9）と「学校からの情報発信」（項目19）について評価が高い。（「当てはまる」の割合が60％以上）特にあいさつに

関しては，縦割り班でのあいさつ運動や登下校時，児童クラブへの迎えの時の先生方の声かけなどが浸透しているからである。

〇「地域とともにある学校づくり」（項目17～19）について，「当てはまる」，「大体当てはまる」の肯定意見の割合は80％後半から90％台となり，

保護者からの理解を得ている。自由記述にもあったが，「小さい変化に気付く」，「個別の対応」など保護者との連絡を密にし，学校での様子を伝

えている現れであると思われる。

▲「家庭学習への取組の工夫」（項目7）や「悩み等の先生への相談」（項目14）についての肯定意見の割合は60％台であり，この中では評価が低

い。「家庭学習」についての要因は，生徒のタブレットやスマホでの動画視聴やゲーム等の時間が増え，家庭で学習に打ち込む様子が薄れているこ

と，教職員側も含めた「手引き」の効果的な活用がされていないことが考えられる。手引きに関しては，教科授業や学活等で触れる機会を設けてい

きたい。また，「先生への相談」においては，どの学年も定期的に二者面談を行い，丁寧に対応している。この結果に怯まず，今後も生徒に寄り

添った，丁寧な対応に努めていきたい。

〈自由記述から〉

・不登校生徒の保護者からの願い ・マチコミの連絡 ・多様性の尊重，自主性を伸ばす

・体操服登校（夏） ・図書室の利用 ・学校行事の内容，義務教育学校としての行事のもち方 など


